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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ
ろ
こび
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
日

本
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
さ
ら

に
昨
年
８
月
に
は
宮
崎
県
で
の
地
震
発
生

に
伴
い
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
臨
時
情
報

が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
の

大
切
さ
を
痛
感
す
る
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
能
登
半
島
地

震
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
町
に
お
い

て
も
石
川
県
能
登
町
に
職
員
を
派
遣
す
る

な
ど
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
今
一
度
防
災
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
有

田
川
町
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
内
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
昨
年

７
月
「
し
み
ず
温
泉
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
約
２
カ
月
で
早
く
も
入
館

者
数
が
１
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
周
辺
地
域
に

に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
、
更
な
る
地
域
の
活
性
化
を
図

る
べ
く
、
産
業
・
観
光
業
の
振
興
に
注
力

し
ま
す
。
ま
た
本
年
は
藤
並
公
民
館
、
御

霊
学
童
保
育
施
設
、
金
屋
第
一
こ
ど
も
園

な
ど
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民

の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
町
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
に
よ
り
一
層

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干え

支と

は
「
巳
」。
巳
年
は
こ
れ

ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
び
は

じ
め
、
新
た
な
挑
戦
や
変
化
に
前
向
き
に

な
る
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
し
て

ま
も
な
く
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
有
田

川
町
は
、
均
衡
あ
る
発
展
と
一
体
的
な
町

の
醸
成
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
更
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
の
有
田
川

町
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
と
な
る
よ
う

町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

ご
参
画
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長 　

中
山 

正
隆　
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶よ
ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
（
2
0
0
6
年
）
に
ス
タ
ー

ト
し
た
有
田
川
町
も
、
今
年
で
19
年
が
経

過
し
、
来
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
と
温
か
い

ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
能
登
半
島
地
震
や
羽
田

空
港
で
の
飛
行
機
事
故
、
そ
し
て
町
内
に

お
け
る
豪
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
が
起
こ
っ

た
年
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
、
自
然
の
脅
威
と
災
害
に
対
す

る
備
え
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
我
が
町
で
は
し
み
ず
温

泉
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
地
域
と
経
済

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
や
高
齢

化
、
そ
し
て
農
林
業
の
振
興
な
ど
、
多
く

の
行
政
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
、
私
た
ち
議
会
は
積
極
的

に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。住
民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
向
上
を
図
り
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

今
後
も
最
善
の
努
力
を
し
て
参
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
町
民
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま

の
ご
意
思
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、議
会
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年  

新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長 　

谷
畑 

進　
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11月17日（日）に第 3回ありだがわ楽市を開催し、
前日の16日（土）には町内 7カ所同時花火を行いました。

当日は約 1万 8,000 人の方々にご来場いただき、ステージイベントや 6つのエリアで
有田川町を満喫したり、さまざまな催しを楽しんだり、会場は大いににぎわいました。

第3回

ありだがわ楽市 開催
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令和 6 年度有田川町文化賞贈呈式
有田川町では、文化の振興を図ることを目的として、「有田川町文化賞」を創設しています。令和 6 年（2024

年）11 月 13 日（水）に「令和 6 年度有田川町文化賞贈呈式」を開催し、当町の文化振興や向上発展にご尽
力されている 1 名 2 団体の皆さまに表彰状を贈呈しました。

文化奨励賞文化功労賞
上田 久夫さん（野田）

写真＝下段左から 3 番目（代理：上田 久志さん）

旧吉備町文化協会・有田川町文化協会において、
将棋などの指導を務め、文化向上に大きく貢献され
ました。また、持ち前のリーダーシップを発揮し有
田川町文化協会会長も務め、将棋部の枠にとられな
い、各種文化活動との交流活動に尽力され、文化協
会全体の活性化に貢献されました。令和6年（2024年）
4 月、有田川町文化協会会長在職中に逝去されまし
た。

粟生のおも講と堂徒式保存会
写真＝下段左から 2 番目

「粟生のおも講と堂徒式」は粟生区において、室町時代から行われてきた伝統行事であり、国の重要無形民俗文化財に
指定されています。この行事は、「おも講」と「堂徒式」で構成されています。「おも講」とは粟生区の 13 軒（現在は 12 軒）
の家で構成された講員と吉祥寺住職が集まり、村の取り決めなどの評議が行われていたと伝えられています。「堂徒式」と
はおも講が行われた後、講員と住職が薬師堂に参集し、数え年 3 歳児とその親族も参加して子どもの村入りを講員が承認
するとともに、その子の健康と成長を祈願する行事です。「粟生のおも講と堂徒式保存会」はこの伝統ある民俗芸能を保存
継承することを目的として、昭和 41 年（1966 年）に結成以来、今日に至るまで同行事の保存や公開に尽力されています。

文化賞

有田川町吹奏楽団
写真＝下段右から 3 番目

有田川町吹奏楽団の前身の旧金屋町吹奏楽団は、平成 7
年（1995 年）に設立され、町の記念行事や各行事におい
て演奏し、式典に華を添える役割を果たされてきました。
平成 18 年（2006 年）有田川町に合併後は更に活動の場を
広げ、町内の各種行事に出演し、町民に対して吹奏楽によ
る音楽・芸術の素晴らしさを広めるとともに、音楽を愛す
る町民の生涯学習の場としての役割も担っています。こ
れらの活動は当町の文化振興に大きく貢献されています。
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第 13 回 有田川町小学校対抗駅伝大会「AKI ☆ DEN 大会」
12 月 7日（土）きび体育館周辺において、「ＡＫＩ☆ＤＥＮ大会」が開催されました。

23チーム 152 人が日頃の練習の成果を十分に発揮し、懸命に走る選手たちの姿に、保護者・地域の方々

が一丸となって盛り上がりました。大会結果については、次のとおりです。（敬称略）

●総合表彰
【１位】藤並Ａ　【２位】御霊 A　【３位】八幡 A　【４位】藤並 D　【５位】藤並 B　【６位】田殿 A

●区間賞
第１区【１位】前田 楓菜（藤並 A） 【２位】松本 雫（八幡 A） 【３位】丸谷 麻瑚（御霊 A）
第２区【１位】小西 穂岳（藤並 A） 【２位】吉信 太智（藤並 D） 【３位】杉中 大心（御霊 A）
第３区【１位】杉本 葵（藤並 A） 【２位】関口 ひなた（御霊 A） 【３位】髙垣 芽生（石垣 A）
第４区【１位】𠮷田 陽亮（小川 A） 【２位】上田 悠斗（藤並 A） 【３位】山田 詠太（田殿 A）
第５区【１位】上嶋 いと（藤並 A） 【２位】中山 心燈（御霊 A） 【３位】淺井 凛花（藤並 B）
第６区【１位】ウィリアムス竜騎（藤並 A）　【1 位】田㞍 遼大（小川 A）
 【３位】宮井 翔清（田殿 A） 【3 位】白藤 瑠夏（八幡 A）

●敢闘賞／ 乞 恵亮（藤並 D）、北 小春（藤並 D）、嶋田 唯乃（田殿 A）

●最優秀応援賞／鳥屋城小学校

●タイムトライアル
男子【１位】畑中 歩積（八幡）　　 【２位】谷本 聡海（小川）　【３位】関下 雄右（鳥屋城）
女子【１位】鈴木 詩織（鳥屋城） 　【２位】門 姫依（石垣）　　【３位】林 和可奈（八幡）
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えほん de わっしょい 17 開催
令和 6 年（2024 年）11 月 10 日（日）に、地域交流センター（ALEC）で「えほん de わっしょい 17」を

開催しました。絵本作家の先生によるステージイベントやワークショップ、ライブペイントなどを行い、多
くの来場者でにぎわいました。

有田川町絵本コンクール 2024
最優秀賞　『ボタンのたん』nanohana
優秀賞　　『おりがみネコ』久保田 寛子
　　　　　『わたしはここで』あかえだ いづみ
佳作・有田川賞　『ぼうぼう ふくちゃん』よしたか ゆみこ
佳作・山本孝賞　『なんで ナン なんだろう』もりのじる
佳作　『おなかが すいたら なりました』木立 和
ありりん賞　『ポーちゃんのおばあちゃんさがし』すずき ゆみこ
※ありりん賞は有田川町民の応募作品の中から選出

令和 6 年（2024 年）11 月 9 日（土）に「第 12 回有田川町絵本コンクール」の授賞式を実施しました。
応募総数 226 点の中から選ばれた 6 作品から、最優秀賞など各賞やありりん賞が発表されました。
ちいさな駅美術館（ALEC 敷地内）で 1 月から順次、受賞作品の原画展を開催します。原画展のスケジュー

ルについては、本紙 17 ページの図書館だよりをご確認ください。

第 12 回有田川町絵本コンクール授賞式

Shimizu なかよしパークがオープン
令和６年（2024 年）11 月 23 日（土）に、清水行政

局南側駐車場隣に公園がオープンしました。これは「地
域の子どもや大人が憩い、交流ができる公園を」と地
域の要望により建設が進められたもので、公園名であ
る「Shimizu なかよしパーク」は地域の子どもたちの
応募により決定しました。駐車場と隣接していますの
でお車でもお越しいただけます。皆さまご利用ください。
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「税の標語」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 標語

湯浅税務署長賞 八幡 1 年 堂前 茉穂 ありがとう　あなたの税金　活躍中

有田川町長賞 吉備 1 年 北 夏美 「街のため」 「みんなのため」に 税はある

有田川町長賞 石垣 2 年 中尾 玲奈 納めよう　未来を支える　税金を

有田川町長賞 八幡 2 年 松本 奏 税金を　納めて築く　豊かなまち

有田地方
租税教育推進協議会会長賞 吉備 2 年 三木 愛彩 税金は　明日の未来を　創るもの

近畿税理士会湯浅支部長賞 金屋 3 年 東本 澪徠 税金で　支えるみんなの　暮らしと平和

将来を担う中学生が税について関心を持ち、税
の意義や役割を正しく理解することを目的に募集
した「税についての作文」「税の標語」の入選作
品が決定しました。

有田川町内の各中学校の生徒の中から「税につ
いての作文」で 8 人、「税の標語」で 6 人が受賞
されました。

　中学生の「税についての　作文」「税の標語」表彰式

八幡中学校

吉備中学校金屋中学校・石垣中学校
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「税についての作文」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 作文題名

全国納税貯蓄組合連合会会長賞 吉備 1 年 松本 湊音 今、私たちにできること

和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉備 2 年 曽根 唯花 助け合いのバトン

和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉備 2 年 中上 心花 私たちの身近にある税

有田川町長賞 吉備 1 年 原田 莉衣 今の暮らしと税金

有田川町長賞 金屋 3 年 川嶋 泰聡 税金に支えられている

有田川町長賞 石垣 1 年 津田 二胡 みんなのための税金

有田川町長賞 八幡 1 年 宮本 颯 日本の税の歴史

大桑教育文化振興財団理事長賞 吉備 2 年 湯田 夏澄 私達の身近な税

　中学生の「税についての　作文」「税の標語」表彰式

和歌山県国民健康保険
団体連合会表彰

日本赤十字社業務功労表彰
令和 6 年（2024 年）12 月 5 日（木）に日本赤十字

社和歌山医療センターにおいて、第 35 回（令和６年度）
和歌山県赤十字奉仕団大会が開催されました。大会に
おいて、日本赤十字社和歌山県支部長より、三角真紀
子さん（垣倉）、三木明美さん（賢）に感謝状（金色枠）
が、﨑山鈴子さん（吉見）、柏木敦子さん（庄）、森玲
子さん（賢）に感謝状（銀色枠）が、それぞれ贈呈さ
れました。

有田川町の国民健康保険事業の運営に関する協
議会委員の中西郁子さんが、令和 6 年度和歌山県
国民健康保険団体連合会表彰を受賞されました。
中西さんは委員在職 10 年を越え、国民健康保険
事業の円滑な運営にご尽力いただいています。

第 28 回和歌山県花いっぱいコンクール
「家庭の部」で特別賞を受賞

このコンクールでは、県内で花のあるま
ちづくりに取り組む個人や団体が表彰され
ます。佐々木さんは、「第 34 回全国花のま
ちづくりコンクール」の個人部門でも入選
されています。

佐々木 裕哲さん（下津野）

写真左（左から）＝中山町長、佐々木裕哲さん
写真右＝和歌山ビッグ愛で受賞者代表のあいさつをされる佐々木さん

中西 郁子さん（中井原）
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第 9 回有田川 Library を
使った調べる学習コンクール
「これは何だろう？」「どうしてだろう？」――。

子どもたちが、疑問に思ったことを図書館の本を
使って調べ、一つの作品にまとめて応募する「調
べる学習コンクール」。今年は 251 作品の応募があ
りました。その中から 5 作品を全国コンクールに
推薦します。写真は受賞者の皆さまです。おめで
とうございます！

令和 6 年（2024 年）11 月 28 日（木）に「温
州みかん贈呈式」が給食センターにて行わ
れました。これは食育運動の推進に伴う「地
産地消」活動の一環として、農業士会・４H
クラブ会員が丹精込めて作り上げた温州み
かんを、将来の有田川町を担う子どもたち
に農業への関心や、全国ブランドを誇る「有
田みかん」に対する理解を深めていただくこ
とを目的とし実施されています。寄贈いただ
いたみかんは町内のこども園、小・中学校の
児童・生徒に届けられ、子どもたちからは「甘
くておいしい！」と歓声が上がりました。

「有田みかん」を子どもたちへ　みかんを寄贈賜りました

子育て支援物品を
寄贈賜りました

令和 6 年（2024 年）11 月 25 日（月）、株式会社
古勝（天満）代表取締役社長寺村公博さんより、子
育て支援物品を寄贈賜りました。寄贈いただいたの
は、出産を控えるお母さんの沐

もく

浴
よく

指導のための「沐
浴人形」と、災害発生時の緊急用として使用できる

「使い捨て哺乳瓶」です。
これらの物品を活用させていただき、今後も誰も

が安心して子どもを産み育てられる環境づくりを進
めていきます。寺村さんには平成 26 年度（2014 年度）
から毎年、障害者や子育てのための福祉用品の寄贈
を賜っております。心より感謝申し上げます。

写真（左から）＝中山町長、株式会社古勝 代表取締役社長寺村公博さん

全国コンクールへ推薦する作品の作者
   小学校低学年の部　鳥屋城小学校　2 年生　松井俊晴さん

   小学校中学年の部　石垣小学校　　3 年生　髙垣湊右さん

   小学校高学年の部　石垣小学校　　6 年生　髙垣芽生さん

 　　　　　　　　　  鳥屋城小学校　5 年生　雨乞由奈さん

   子どもと大人の部　藤並小学校　　2 年生　上久保維月さん

10広報ありだがわ　2025.1



高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

浦さんは脳梗塞を患い、上下肢の動きが悪くな
り、痺

しび

れがある状態でした。しかし、「お墓をきれ
いにする」という目標のため、リハビリに取り組
んでいます。家事もリハビリと捉えて、失敗しな
がらもほぼ全て自分で行い、あえてまひの残る左
側を積極的に使い、理学療法士の先生から教えて
もらったトレーニングも合わせて、隙があれば体
を動かしています。

日々の努力のかいあって、お墓のお世話・畑仕事・
地域の集まりに参加できるまでに回復されていま
す。息子さんに教えてもらった、明るく健やかに
過ごすと心身の安定や幸福感がもたらされるとい
う「幸せホルモン」を常に意識しながら過ごされ
ている姿が印象的でした。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

浦 富子さん（87 歳）

講座はお住まいの地域や職場でも開催できますの
で、受講をご希望の場合は、地域包括支援センター
までご連絡ください。お待ちしております。

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―

令和 6 年（2024 年）11 月 17 日（日）第３回あり
だがわ楽市に参加しました。当日は、有田中央高
等学校福祉系列の生徒とキャラバン ･ メイト連絡
会メンバーが認知症の正しい理解の普及のために、
ティッシュの配布やよろず相談、血圧測定を実施し
ました。また、生徒たちは授業で学んだことを生か
して福祉に関するクイズを作成し、正解者には手作
りの景品を配布しました。認知症キャラバン・メイ
トは、認知症サポーター養成講座を実施しています。
下記の皆さまに受講いただきました。
・６月　楠本区サロン、民生委員児童委員金屋支部、

ピザ食堂 rita、郵便局（町内合同開催）
・７月　ごんべえドリ薬局有田川店
・10月  グループホームたんぽぽ
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●
そ
の
他
／
肩
凝
り
・
腰
痛
・
頭
痛
・
だ

る
さ
・
関
節
痛
・
目
ま
い
・
耳
鳴
り
・

月
経
不
順
・
便
秘
・
下
痢
・
ほ
て
り
・

む
く
み 

な
ど

 
上
手
に
体
を
温
め
る
こ
つ

効
率
が
高
い
温
め
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ

て
、
上
手
に
体
温
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

①
筋
肉
を
つ
け
て
内
側
か
ら
温
め
る

体
か
ら
発
生
す
る
熱
の
約
60
％
が
筋
肉

で
作
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、
太
も
も
の
筋

肉
は
、
筋
肉
量
が
体
の
中
で
一
番
多
く
、

太
も
も
の
筋
ト
レ
が
熱
を
作
る
上
で
は
最

も
効
率
的
で
す
。普
段
か
ら
体
を
動
か
し
、

筋
肉
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
を
続
け
る

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
歯
磨
き
を
し
な

が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
。
す
ぐ
に
体
が
温
ま
る

の
で
続
け
や
す
く
、
ま
め
に
筋
肉
を
動
か

す
こ
と
が
冷
え
性
の
改
善
に
も
有
効
で
す
。

③
ゆ
っ
く
り
入
浴
、
一
日
一
汗

汗
が
出
る
と
体
温
が
1
度
上
が
り
、
免

疫
力
が
５
～
６
倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て 

現
代
人
の
平
熱
は
こ
の
50
年
で
約
1
度

低
下
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

冷
え

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
万
病
の
も
と
で
す
。
体
温

が
1
度
下
が
る
と
代
謝
が
10
％
～
20
％
悪

く
な
り
、免
疫
力
は
30
％
も
低
下
し
ま
す
。

免
疫
力
が
下
が
れ
ば
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
、
病

気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
代

謝
が
落
ち
る
と
、
肥
満
や
む
く
み
、
便
秘
、

肌
荒
れ
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
体
を
温

め
て
血
流
を
促
し
、
体
内
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

 

冷
え
が
引
き
起
こ
す
身
体
の
不
調

●
頭
髪
／
抜
け
毛
・
白
髪
・
薄
毛

●
肌
／
く
す
み
・
た
る
み
・
し
わ
・
し
み
・

く
ま
・
に
き
び
・
乾
燥
肌
・
の
ぼ
せ

●
歯
・
口
／
歯
周
病
・
歯
肉
の
変
色
、
萎
縮
、

腫
れ

●
目
／
ド
ラ
イ
ア
イ
・
老
眼
・
近
眼
・
疲

れ
目
・
か
す
み

●
こ
こ
ろ
／
イ
ラ
イ
ラ
・
不
眠
・
不
安
感

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

い
ま
す
。
10
分
ほ
ど
の
心
地
よ
く
漬
か
っ

て
汗
が
出
る
く
ら
い
の
自
分
の
適
温
の
お

風
呂
で
、
体
を
芯
か
ら
温
め
ま
し
ょ
う
。

④
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
で
体
温
を
上
げ
る

●
体
を
温
め
る
大
切
な
栄
養
素

・
タ
ン
パ
ク
質
／
筋
肉
を
作
り
熱
を
生
み

出
す
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
取
り
ま

し
ょ
う
。
特
に
朝
ご
は
ん
で 

タ
ン
パ
ク

質
の
比
率
を
高
め
る
の
が
効
果
的
で
す
。

・
ビ
タ
ミ
ン
B
1
／
糖
代
謝
を
促
進
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
。

・
ビ
タ
ミ
ン
C
／
鉄
分
の
吸
収
を
促
進

し
毛
細
血
管
の
機
能
を
保
持
す
る
。

・
ビ
タ
ミ
ン
E
／
血
液
の
流
れ
を
よ
く

す
る
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結

び
つ
き
全
身
に
酸
素
を
運
ぶ
。

●
体
を
温
め
る
食
材
の
選
び
方

・
冬
が
旬
の
も
の
・
寒
い
地
域
が
原
産
地

の
も
の

・
色
が
濃
い
も
の
（
赤
・
黒
・
オ
レ
ン
ジ
）

・
土
の
中
で
育
っ
た
も
の
（
例 

さ
つ
ま

い
も
・
人
参
・
玉
ね
ぎ
・
ご
ぼ
う
・ 

し
ょ

う
が 

な
ど
）

体
調
は
日
々
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
年
の
始
ま
り

に
ご
自
身
の
生
活

を
見
直
し
、
健
康
で

よ
り
良
い
一
年
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
冬
は
し
っ
か
り
温
活
！
冷
え
は
万
病
の
も
と

もしものときの備え
～赤ちゃんを災害から守るために～

●日時／ 1 月 30 日（木）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／ 13 組程度
●参加費／無料
●申し込み／ 1 月 14 日（火）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（1月10日・17日・24日・31日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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おとな こども
健康 応援 スケジュール

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 9 日（日）　申込期限：1 月 9 日（木）
　8:00 ～ 9:20　金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 6 日（木）、3 月 6 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 5 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談・骨密度測定
運動教室「ストレッチヨガ」
栄養講座「メタボ予防は食生活から」
3 月 5 日（水）　金屋文化保健センター
一般健康相談・乳がんセルフチェック
運動教室「関節を整え体の流れを改善」エクササイズ
栄養講座「知っておこう！腎臓のこと」

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）また
は清水行政局住民福祉室まで。右の二次
元コードからも申し込みが可能です。

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 9 日（木）金屋文化保健センター
1 月 16 日（木）金屋文化保健センター
1 月 20 日（月）清水保健センター
2 月 26 日（木）金屋文化保健センター
2 月 10 日（月）清水保健センター

※清水保健センターは、9:30 ～ 11:00
　10:30 ごろから保育士による育児サロンも併せて

行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 6 年（2024 年）8 月生まれ］
1 月 28 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 6 年 (2024 年）1 月生まれ］
1 月 7 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）4 月生まれ］
1 月 15 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 4 年（2022 年）9 月生まれ］
1 月 22 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）5 月生まれ］
1 月 14 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 6 年（2024 年）11 月）

加入者数 6,660 人

支払額 2 億 9,486 万円

1 人当たりの医療費
4 万 4,274 円

（前年同月 4 万 835 円）

令和 5 年度（2023 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,634 円／月

49 万 9,608 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を抑えることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～20:30
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住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
を
防
ぐ

皆
さ
ま
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
設
置
し
て
い

て
も
正
常
に
作
動
す
る
か
定
期
的
に
点
検

し
て
い
ま
す
か
？
先
日
、
有
田
川
町
内
に

お
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
大
切
な
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
が
で
き
た
奏
功
事
例
が
あ
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も
今
一

度
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
維
持

管
理
が
で
き
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
事
例
／
台
所
で
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま

に
し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
い
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動
し
、
家
人
が

警
報
音
に
気
付
い
た
こ
と
に
よ
り
、
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー

昭
和
24
年
（
1
9
4
9
年
）
1
月
26
日

に
奈
良
県
斑い

か
る
が
ち
ょ
う

鳩
町
の
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出

火
し
、国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
損

し
た
こ
と
か
ら
、１
月
26
日
を
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
、毎
年
全
国
的
に
文
化
財

防
火
運
動
を
展
開
し
、文
化
財
愛
護
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。文
化
財

の
周
囲
で
は
、た
き
火
、喫
煙
は
し
な
い
よ
う

に
、ま
た
周
辺
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置
い

た
り
、ご
み
な
ど
を
捨
て
た
り
せ
ず
、地
域
の

歴
史
と
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練

1
月
26
日
（
日
）
に
消
防
署
・
消
防
団

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
御
霊
神
社
（
庄
32
番
地
）

・
消
防
署
・
吉
備
支
団
第
1
・
4
分
団

●
吉
祥
寺
薬
師
堂
（
粟
生
２
８
５
番
地
）

・
消
防
署
・
清
水
支
団
第
8
分
団

火
災　
…　
6
件

救
急　
…　
1
2
6
8
件

救
助　
…　
17
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

11
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

野
焼
き
は
禁
止
で
す

毎
年
、野
焼
き
が
原
因
に
よ
る
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。風
の
強
い
日
に
野
焼

き
を
し
た
た
め
火
の
粉
が
飛
ん
で
火
災
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、た
き
火
、ご
み

の
焼
却
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま

す
。有
田
川
町
で
は
、空
気
が
乾
燥
し
風
が

強
い
こ
の
時
期
、暖
を
と
る
た
き
火
や
ご
み

の
焼
却
に
よ
る
野
焼
き
が
原
因
で
、下
草

や
田
畑
が
燃
え
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。日
常
の
少
し
ば
か
り
の
ご
み
と
思
っ
て

も
、ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
焼
却
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
で
の
駐
車
禁
止

火
災
が
発
生
し
た
際
、
消
火
栓
や
防
火

水
槽
の
水
を
使
用
し
消
火
活
動
を
行
い
ま

す
。
消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
道
路
脇
や
歩

道
上
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
消

火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
に
駐
車
さ
れ
て

い
る
と
、
水
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
消
火
活
動
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
ま
す
の
で
絶
対
に
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
火
の
用
心
」

※
農
林
業
を
営
む
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
稲
わ
ら
、

剪せ
ん

定て
い

・
伐
採
し
た
枝
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
は
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

 

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
11
月
17

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
あ
り
だ
が
わ
楽

市
の
環
境
衛
生
課
ブ
ー
ス
で
、
リ
ユ
ー
ス

子
ど
も
服
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
環
境

衛
生
課
に
て
職
場
体
験
を
行
っ
た
吉
備
中

学
校
の
生
徒
に
バ
ザ
ー
の
看
板
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
着
を
購
入
し
た

方
に
は
、
協
賛
企
業
の
キ
ク
ロ
ン
株
式
会

社
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
の
配

布
と
数
量
限
定
で
タ
ン
ブ
ラ
ー
の
配
布
も

行
い
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
服
が
、
新
し
く
活
用
さ
れ
る
エ

コ
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

有
田
川
町
内
で
の
、
迷
い
犬
の
相
談
は

年
間
10
件
近
く
あ
り
ま
す
。「
つ
な
い
で

い
た
は
ず
の
犬
が
家
に
帰
っ
た
ら
い
な

い
」
や
「
犬
が
単
独
で
歩
い
て
い
る
」
な

ど
の
相
談
が
多
い
で
す
。

迷
子
の
犬
に
鑑
札
（
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
装
着
）
や
注
射
済
票
の
装
着
が

さ
れ
て
い
れ
ば
、
番
号
を
も
と
に
飼
い
主

を
特
定
し
、
す
ぐ
に
飼
い
主
の
も
と
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鑑
札
は
犬
の
登
録

時
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
緑
色
の
封
筒
の

中
に
入
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
犬
の
首
輪
な
ど
に
装
着
し
て
お
く

と
、
迷
子
札
に
な
る
た
め
、
忘
れ
ず
に
装

着
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
が
入
っ
て
い
る
犬
は
、
指
定
の
登
録
機

関
に
お
い
て
飼
い
主
情
報
な
ど
を
登
録
し

て
い
れ
ば
そ
れ
が
鑑
札
の
代
わ
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
注
射
済
票
の
装
着
は
、
当
該

年
度
の
注
射
を
終
了
し
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
、保
護
さ
れ
た
際
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。

「
鑑
札
を
紛
失
し
た
」「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
が
入
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど

の
場
合
は
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
で
は
、
家
庭
か
ら

発
生
し
た
土
砂
や
が
れ
き
類
な
ど
を
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
搬
入
で
き
る
も
の

・
土
砂
（
草
木
を
含
ま
な
い
も
の
）

・
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

・
が
れ
き
類
（
瓦
・
れ
ん
が
・
タ
イ
ル
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
殻
（
鉄
筋
の
入
っ
て
い
な
い

も
の
）・
非
飛
散
性
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト 

な
ど
）

※
草
木
・
金
属
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
石
こ

う
ボ
ー
ド
は
搬
入
禁
止
で
す
。

●
処
分
場
の
取
扱
日
お
よ
び
時
間

・
毎
週
木
曜
日
～
日
曜
日
の
8
時
30
分
～

17
時

●
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
搬
入
で
き
る
も
の
は
、
有
田
川
町
内
の
家

庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
・
が
れ
き
類
・
ガ

ラ
ス
く
ず
・
陶
器
類
で
、
町
民
自
ら
が
解

体
し
、
処
理
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
解
体
や
撤
去
・
処
理
な
ど
を
業
者
に
依

頼
し
て
発
生
し
た
も
の
は
、
産
業
廃
棄

物
と
み
な
さ
れ
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

・
処
理
場
へ
搬
入
で
き
る
人
は
、
許
可
を

受
け
た
人
か
、
許
可
を
受
け
た
人
の
4

親
等
以
内
の
人
で
す
。

・
搬
入
量
は
、
同
一
現
場
か
ら
の
搬
入
量

の
累
計
が
4
ト
ン
ま
で
で
す
。

●
許
可
申
請
方
法

・
尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
へ
搬
入
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
事
前
に
役
場
環
境
衛
生
課

で
許
可
願
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
許
可
書
は
申
請
者
立
ち
合
い
の
下
で
行

う
搬
入
物
発
生
地
の
現
場
確
認
後
に
お

渡
し
し
ま
す
。

・
搬
入
時
に
は
、
搬
入
者
は
運
転
免
許
証

を
管
理
人
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

犬
鑑
札
、装
着
し
て
い
ま
す
か
？

リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服
バ
ザ
ー

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場

車両 料金
軽トラック 520 円
0.75 トン積車両 1,570 円
1 トン積車両 2,100 円
1.5 トン積車両 3,150 円
2 トン積車両 4,200 円
4 トン積車両 8,400 円

（車両 1 台につき）

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
10
月

約
2
8
9
ト
ン

前
月
か
ら
約
35
ト
ン
の
増
加

＜注射済票＞

＜鑑札＞
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問こども教育課（金屋庁舎）
調理実習

鳥屋城小学校では地域の皆さまにお世話になりながら学びを深めています。
先日、JA や食農応援隊の方々に教えていただきながら、２年生が自分たちで育てたさつまいもを使って

スイートポテトを作りました。さつまいもをゆでたりつぶしたり、バターや生クリームと混ぜたり、形を整
えたりしながら、おいしいスイートポテトを作りました。作業の仕方を優しく教えてもらえたので、上手に
できました。野菜が苦手な子どもたちも、「もっと食べたい！」と食を進めていました。教えてくださった
皆さま、ありがとうございました。

鳥屋城小学校　スイートポテト　調理実習
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原画展
有田川町絵本コンクール
2024 受賞者原画展
　期間／ 1 月 4 日（土）～ 2 月 28 日（金）
　時間／ 12:00 ～ 16:00
　場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 01 月 21 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 01 月 5 日（日）・12 日（日）・13 日（月・祝）
 19 日（日）・26 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 01 月 11 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

全館臨時休館日／ 1 月 9 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

1 月 8 日（水）　しみず園　　15:30 ～ 16:00
1 月 15 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10
1 月 16 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
1 月 17 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止ま
たは実施内容が変更される場合があります。最新の情報は、
町ホームページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い
合わせください。

新着図書案内
■一般書
おにぎりにした悲しみは　………… 原田宗典／著
台所で考えた　…………………… 若竹千佐子／著
鎌倉駅徒歩 8 分、また明日　 …… 越智月子／著
いのちの波止場　……………………… 南杏子／著
パンとペンの事件簿　………………… 柳広司／著
猫弁と奇跡の子　…………………… 大山淳子／著
箱庭クロニクル　………………… 坂崎かおる／著
マンダラチャート　………………… 垣谷美雨／著
■児童書
パンダとうさん　……………… 中川貴雄／作・絵
ちいちゃんのおもちゃたち　
　……………………… 斉藤洋／作　武田美穂／絵
なきむし　……………… みやにしたつや／作・絵

ブックラザ
「くるくる恵方巻をつくろう」　※申し込み不要

　日時／ 01 月 23 日（木）10:30 ～約 60 分
場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組
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人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

4
月
か
ら
人
権
機
関
有
田
川
の
理
事
に

な
り
、
感
じ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
何
事
も
経
験
し
て
分
か
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
人
権
機
関

に
つ
い
て
、
学
校
に
人
権
啓
発
標
語
の
応

募
用
紙
や
プ
ラ
ン
タ
ー
・
球
根
を
届
け
て

く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
月
一
回
理
事

会
が
あ
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
毎
月
も
議

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
の
人
選
や
映
画
会
の
作
品

決
定
、
当
日
の
役
割
分
担
、
啓
発
活
動
、

標
語
の
選
定
、
研
修
会
な
ど
話
し
合
う
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
事
務
局
が
先
を

見
越
し
て
段
取
り
し
て
く
れ
る
の
で
、
理

事
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

講
演
会
や
映
画
会
の
受
け
付
け
で
の
や

り
と
り
も
、
参
加
者
の
年
齢
層
の
幅
が
広

く
、
ほ
ん
の
一
言
で
す
が
新
鮮
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
人
権
に
対
し
て
の
私
の
認

識
の
甘
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

映
画
会
の
作
品
を
決
め
る
と
き
に
上
映
日

ま
で
に
字
幕
が
間
に
合
う
か
に
よ
り
変
更

も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
字
幕
は
洋
画

に
付
け
る
も
と
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

の
で
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
出
来
事
で
し
た
。

耳
が
不
自
由
な
方
だ
け
で
な
く
、
年
を
と

る
と
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
こ
と
に
思
い

が
及
ば
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
思
い
込
み
や
無
知
の
せ
い
で

誰
か
を
知
ら
ぬ
間
に
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ

る
の
で
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
周
り

を
見
て
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
い
こ
と

を
し
て
「
今
を
生
き
る
。」
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
ガ
ン
ジ
ー
の
「
明
日
死

ぬ
か
の
よ
う
に
生
き
よ
。
永
遠
に
生
き
る

よ
う
に
学
べ
。」
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま

し
た
。
何
歳
か
ら
で
も
学
び
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
自
分
が
興
味
を

持
っ
た
こ
と
を
学
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

石
井 

靜
佳

 

何
歳
に
な
っ
て
も
学
び
を

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
10
～
11
月

に
、
次
の
と
お
り
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
啓
発
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
人
権
啓
発
標
語
作
品
の
展
示

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
配
布

・
Ｊ
Ｒ
藤
並
駅
で
の
啓
発
活
動

・
各
小
中
学
校
へ
の
訪
問

・
事
業
所
訪
問
（
清
水
地
区
）

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 1 月 16 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

 

人
権
機
関
有
田
川

　
　
　
　
　
秋
の
啓
発
活
動

広
報
あ
り
だ
が
わ
12
月
号
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

22
ペ
ー
ジ
「
人
権
だ
よ
り
」
の
「
人
権
啓
発
標
語
入

賞
作
品
の
【
小
学
生
の
部
】
優
秀
賞
」
の
受
賞
者
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
田
殿
小
学
校
４
年 

林 

咲

良
」
で
す
（
敬
称
略
）。
ま
た
、【
一
般
の
部
】
最
優
秀
賞

を
「
助
け
合
い 

心
が
平
和
の 

灯ひ

を
点と

も

す
」
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
、「
助
け
合
う 

心
が
平
和
の 

灯ひ

を

点と
も

す
」
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせお知らせ
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まちのデータ
（令和 6年（2024 年）11 月末日現在）

人口 2万 4,980 人
男 1万 1,851 人
女 1万 3,129 人

1 万 665 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

・
日
時
／
1
月
23
日
（
木
）
13
時
30
分
～
16
時

・
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

年 

金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
、一
部
の
方（
※
）を
除
き
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
毎
月

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

収
入
が
な
い
な
ど
、
今
す
ぐ
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、納
付
免
除
・

猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。
手
続
き
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る

市
町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組

合
加
入
者
、
前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

｝

後 

期

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

2
月
中
旬
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

被
保
険
者
が
医
療
を
受
け
た
状
況
を
確

認
で
き
る
よ
う
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関

な
ど
を
一
覧
に
し
た
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
５
月
と
１
月
の
年
２
回
発
送

し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
７
年（
2
0
2
5

年
）
２
月
よ
り
年
１
回
発
送
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
発
送
時
期
、
対
象
と
な

る
診
療
月
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
発
送
時
期
／
2
月
中
旬

●
掲
載
す
る
診
療
月
／
前
年
の
1
月
～
12

月
※
医
療
費
通
知
は
、
税
申
告
の
際
の
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
で
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
代
わ
り
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
と
、
実

際
に
ご
自
身
が
負
担
さ
れ
た
額
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
0
7
3
‐
4
2
8
‐
6
6
8
8

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 42 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ

福 

祉

◆
◆
◆

は
じ
め
て
の
手
話
講
習

「
手
話
」
は
、
手
や
体
の
動
き
、
顔
の

表
情
な
ど
で
意
思
を
伝
え
る「
見
る
言
葉
」

で
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
、
手
話
で
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
2
月
9
日
（
日
）
13
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
湯
浅
保
健
所
2
階 

大
会
議
室

●
対
象
／
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

●
講
座
内
容
／
視
覚
障
害
に
つ
い
て
の
説

明
・
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
の
表
現
の

練
習

●
定
員
／
15
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
／
1
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
有
田
振
興
局
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
申
込
用
紙
以
外
で
申
し
込
む
場
合
は
、

名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
手
話
講
座

参
加
希
望
で
あ
る
こ
と
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問
有
田
振
興
局 

健
康
福
祉
部
総
務
福
祉
課

　

☎
６
４
‐
1
0
1
6 

　

フ
ァ
ク
ス 

６
４
‐
1
2
6
1
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お知らせお知らせ

書
面
で
申
告
書
等
を

提
出
す
る
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ

税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
手

続
き
の
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
１
月
か

ら
、
申
告
書
等
の
「
控
え
」
に
収
受
日
付

印
の
押
な
つ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。申

告
書
等
を
書
面
で
提
出
す
る
際
は
、

申
告
書
等
の
正
本
（
提
出
用
）
の
み
を
提

出
（
送
付
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限

間
近
に
な
る
と
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
の
（
１
月
中
旬
を
目
安
に
）
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

令
和
6
年
（
２
０
２
4
年
）
分

確
定
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

湯
浅
税
務
署
で
は
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。

●
開
設
期
間
／
2
月
17
日
（
月
）
～
3
月

17
日
（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
相
談
受
付
時
間
／
16
時
ま
で

※
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

は
16
時
以
前
に
相
談
受
け
付
け
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ

に
よ
る
申
告
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ホ
を
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
持
参
を
お

願
い
し
ま
す
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
二
つ
の
暗
証
番
号
も
お
忘
れ
な
く
）。

●
土
地
等
譲
渡
所
得
お
よ
び
贈
与
税
の
相

談
は
、
担
当
者
が
従
事
し
て
い
る
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い

・
日
程
／
2
月
17
日
（
月
）、
18
日
（
火
）、

20
日
（
木
）、
25
日
（
火
）、
27
日
（
木
）、

3
月
4
日（
火
）、6
日（
木
）、10
日（
月
）、

11
日
（
火
）、
13
日
（
木
）、
17
日
（
月
）

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
1

税 

金

◆
◆
◆

税
理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

2 月
開設時間6 12 13 17 18

木 水 木 月 火
有田市文化福祉センター　大会議室 ● 9:30 ～ 16:00

（相談受け付け締め切り時間 15:30）有田川町役場 吉備庁舎　4 階 第 2・3 会議室 ●

有田川町役場 清水行政局　2 階 大会議室 ● 9:30 ～ 15:00
（相談受け付け締め切り時間 14:30）

湯浅納税協会　３階 会議室 ● ● 9:30 ～ 16:00
（相談受け付け締め切り時間 15:30）

※いずれの会場も 12 時から 13 時までは相談は行っておりません。
※ご来場の際には、前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入のある場合）、所得控除に係る

各種証明書などの申告書の作成に必要な書類と筆記用具などをご持参ください。
※各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」「山林所得」「贈与税」「相続税」に関する

相談は行っておりません。これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署までお越しください。

開設場所
開設日
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防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
2
月
6
日
（
木
）
ま
で 

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
2

月
9
日
（
日
）
～
12
日
（
水
）

【
身
体
検
査
・
口
述
】
2
月
15
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
4
回
一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
1
月
9
日
（
木
）
ま
で 

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
1
月
14

日
（
火
）
～
18
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
17

歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
1
月
16
日
（
木
）
ま
で 

・
試
験
日
／
1
月
25
日
（
土
）

※
予
備
日
／
1
月
26
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）・
田
辺
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
（
田
辺
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田

募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
1
0
6
‐

2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

ak
ayam

a.pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp

お知らせお知らせ

案 

内

◆
◆
◆

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

令
和
4
・
5
年
度
（
2
0
2
2
・

2
0
2
3
年
度
）
に
地
籍
調
査
（
現
地
調

査
）
を
実
施
し
た
次
の
地
区
に
つ
い
て
、

成
果
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
／
1
月
8
日
（
水
）
～
27
日
（
月
）

9
時
～
17
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
4
階
第
1
会
議
室　

※
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
。

●
地
区

・
大
字
吉
原
の
一
部
（
令
和
5
年
度

（
2
0
2
3
年
度
）
実
施
）

・
大
字
上
湯
川
の
一
部
（
令
和
5
年
度

（
2
0
2
3
年
度
）
実
施
）

・
大
字
川
合
の
一
部
（
令
和
4
・
5
年
度

（
2
0
2
2
・
2
0
2
3
年
度
）
実
施
）

問
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
を
探
せ
！

化
石
発
掘
体
験
の
参
加
者
を
募
集

道
の
駅
明
恵
ふ
る
さ
と
館
で
発
掘
の
石

割
体
験
を
行
い
ま
す
。
使
用
す
る
岩
石
は

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
が
発
見
さ
れ
た
有

田
川
町
長
谷
川
地
区
で
採
集
さ
れ
た
も
の

で
す
。
も
し
か
し
た
ら
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ

リ
ュ
ウ
が
見
つ
か
る
か
も
！

●
日
程
／
2
月
2
日
（
日
）

●
時
間
／
①
11
時
～ 

②
13
時
～ 

●
場
所
／
道
の
駅
明
恵
ふ
る
さ
と
館

※
各
回
50
分
程
度
・
15
分
前
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
定
員
／
各
回
20
人

●
対
象
／
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費
／
5
0
0
円
（
付
き
添
い
の

保
護
者
は
無
料
）

●
服
装
／
動
き
や
す
い
服
装
・
軍
手
・
ハ

ン
マ
ー
（
ハ
ン
マ
ー
が
家
に
な
い
場
合

は
会
場
で
お
貸
し
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み
方
法
／
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
1
月
6
日（
月
）

～
受
け
付
け
開
始
）

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
前
日
ま
で

に
ご
連
絡
し
ま
す
。）

問
道
の
駅
明
恵
ふ
る
さ
と
館

　

☎
３
２
‐
9
7
7
8
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「
次
期
有
田
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略 

」
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

「
第
２
期
有
田
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
【
2
0
2
5
（
令
和

7
）
年
度
改
訂
】」
の
策
定
に
あ
た
り
素

案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
次
の
場
所
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
場
所
／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）・
金
屋
図
書
館
・

し
み
ず
図
書
室

●
期
間
／
１
月
10
日
（
金
）
～
２
月
10
日

（
月
）　

※
庁
舎
の
閉
庁
日
、
施
設
の
休
館
日
は
除
く

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

２
月
１
日
（
土
）
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る

「
2
0
2
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策

に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

1
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る

皆
さ
ま
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

下
水
道
課

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「り○○○」
手話で「しりとり」していきましょう。皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは
「つながり」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
海外○○、修学○○

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料。

発 行 日 に は プ ッ
シュ通知でお知らせ
します。

「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ

「ライフビジョンア
プリ」をインストール
してください。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

お知らせお知らせ

指先を前に向けて伸
ばした左手のひらを
横から右手人差し指
と中指で円を書くよ
うに回す。
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月 火 水 木 金 土 日
1 元日 2 3 4 5

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8 9 10 11
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□有田川町消防団出初式

（明恵の里スポーツ公園）
【消防本部】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

13 成人の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

14
□集団健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

15
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16
□人権特設相談所

（金屋文化保健センター）
　【総務課】

17
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18 19
□集団健診
　（きびドーム）
　【健康推進課】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

20 21
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

22
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター )

【健康推進課】

23
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】
□行政相談所

（きび保健福祉センター )
【総務課】

24 25 26
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

27 28
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

30 31
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2/1 2

3 4
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

5
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

1月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベント

などについて、やむを得ず中止とな
る恐れがあります。最新の情報は町
ホームページでご確認いただくかお
問い合わせください。

□第 4 期固定資産税納期限【税務課】
□第 4 期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第 7 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 7 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 7 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□令和 7 年有田川町二十歳のつどい
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

□第 6 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 6 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

お知らせお知らせ

23 広報ありだがわ　2025.1



脊
椎
動
物
と
は
、
背
骨
の
あ
る
動
物
の
こ
と
で
、
魚
類
・
両
生

類
・
爬は
ち
ゅ
う
る
い

虫
類
・
鳥
類
や
哺
乳
類
な
ど
が
い
ま
す
。
絶
滅
し
た
恐
竜

類
も
脊
椎
動
物
に
含
ま
れ
ま
す
。

海
の
爬
虫
類
で
あ
る
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
の
一
種
、
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ

リ
ュ
ウ
の
発
見
で
注
目
さ
れ
て
い
る
有
田
川
町
で
す
が
、
実
は
鳥

屋
城
山
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
の

他
に
も
脊
椎
動
物
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
サ
メ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

化
石
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
ウ
ミ
ガ
メ
、
メ
ソ
ダ
ー
モ
ケ
リ
ス

ウ
ミ
ガ
メ
は
中
生
代
末
の
大
絶
滅
を
生
き
延
び
、
今
も
そ
の
子

孫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
海
の
爬
虫
類
で
す
。
化
石
で
は
、
甲
羅

の
長
さ
が
３
m
く
ら
い
あ
る
ア
ー
ケ
ロ
ン
が
有
名
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
メ
ソ
ダ
ー
モ
ケ
リ
ス
と
い
う
種
類
の
甲
羅
の

化
石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
が
発
見
さ
れ

た
鳥
屋
城
山
を
形
作
っ
て
い
る
鳥
屋
城
層
と
呼
ば
れ
る
地
層
か
ら

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
と
同
じ
よ
う

な
時
代
に
生
き
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
編

―
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
以
外
の
脊
椎
動
物
―

こ
の
メ
ソ
ダ
ー
モ
ケ
リ
ス
は
、
甲
羅
の
長
さ
が
85
㎝
く
ら
い

の
ウ
ミ
ガ
メ
で
、
現
在
の
オ
サ
ガ
メ
に
近
い
種
類
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
オ
サ
ガ
メ
は
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
生
き
物

を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
メ
ソ
ダ
ー
モ
ケ
リ
ス
は
顎
の
筋
肉
が
発

達
し
て
い
る
の
で
、
貝
や
甲
殻
類
を
食
べ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

北
海
道
で
保
存
状
態
の
よ
い
化
石
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
離

れ
た
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
代
や
生
息
地
域
の
関
連
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
有
田
川
町
の
近
隣
で
は
、
淡
路
島

の
洲す
も
と本

市
で
も
頭
骨
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

有田川町で発見された
メソダーモケリス属の化石写真

（写真提供：和歌山県立自然博物館）
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